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問 2

(1) θ = 0,−π

6
,
π

4
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,−2π

3
のとき、eiθ の値を求めよ。

(2) z = −
√
3− 3i の極形式と、Arg z を求めよ。

(3) 10/1の授業中に (3)を解くのに必要なことの説明が出来なかったので、(3) は次回に回します。



問 2解説

(1) θ = 0,−π/6, π/4,−π/3, π/2,−2π/3 の順に
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(2) z = −
√
3− 3i とする。まず絶対値を計算する。
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θ が zの偏角であるためには
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(これを図示することを勧める。) これと−π < θ ≤ πを満たす θが Arg z である。

Arg z = −2

3
π.

zの極形式は (例えば)

z = 2
√
3e−i 2

3
π.

−2π
3
と 2π の整数倍だけ異なる偏角、例えば 4π

3
を使った z = 2

√
3ei

4π
3 も z の極形式である。


